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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第４８週（令和５年１１月２７日～令和５年１２月３日） 

 

 
■ コメント 
・第 48週は、つつが虫病の報告が 4件ありました。つつが虫病は、病原体を保有するダニの一種であ
るツツガムシに咬まれることで感染します。潜伏期間は 5～14 日で、皮膚に特徴的なダニの刺し口
が見られるほか、39℃以上の高熱、発疹などの症状が現れます。感染を予防するために、山や草む
らで活動するときは、長袖、長ズボン、長靴などを着用し、肌の露出を少なくすることが大切です。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 20  631  195  12,923  

腸管出血性大腸菌感染症 1  209  60  3,566  

つつが虫病 4  5  40  248  

デング熱 1  13  4  156  

アメーバ赤痢 1  21  2  434  

急性脳炎 1  32  11  543  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1  38  15  784  

後天性免疫不全症候群 1  46  7  843  

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1  15  8  493  

侵襲性肺炎球菌感染症 2  78  37  1,636  

梅毒 16  866  139  13,490  

百日咳 1  22  9  893  
 
■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 401  2.03  1.14  11,499  2.33  

インフルエンザ（警報レベル） 7,945  40.13  0.97  139,914  28.30  

ＲＳウイルス感染症 7  0.06  1.40  176  0.06  

咽頭結膜熱（警報レベル） 796  6.63  0.92  11,139  3.54  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 722  6.02  1.02  12,146  3.86  

感染性胃腸炎 936  7.80  1.08  13,781  4.38  

水痘 28  0.23  1.08  363  0.12  

手足口病 62  0.52  0.86  1,924  0.61  

伝染性紅斑 3  0.03  - 45  0.01  

突発性発しん 42  0.35  0.89  631  0.20  

ヘルパンギーナ 3  0.03  0.21  276  0.09  

流行性耳下腺炎 1  0.01  0.50  71  0.02  

急性出血性結膜炎 0  0.00  0.00  11  0.02  

流行性角結膜炎 26  1.00  0.70  658  0.95  

細菌性髄膜炎 0  0.00  - 6  0.01  

無菌性髄膜炎 1  0.07  1.00  13  0.03  

マイコプラズマ肺炎 1  0.07  1.00  35  0.07  

クラミジア肺炎 0  0.00  - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0  0.00  - - - 

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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